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特集／「福祉と環境」の統合
都市の地球化と〈世代の緑地〉
慶應義塾大学教授　　
岸　由二
都市再生の時代
　世紀が改まって以後、わが国の未来論議の中で、都市再生がにわかに大きな
テーマとされるようになってきた。目下の再生論議の足元の光景は、産業配置
の激変をともなって国の内外に広がる都市間競争の現実、人口減少、高齢化の
展望、防災、水と緑の再生等々の具体的な諸課題である。それらを俯瞰する一
般的な構図は、一方に利便･安全・競争力の向上に集約されるようなコンパク
トシティーの指針をおき、他方に水と緑との共生をうたう 2つの焦点をもつ
再生ビジョンと言って、大きな誤認はないだろう。
　しかし、そんな都市再生論の動向をさらに遠近透視してみれば、1992年の
地球サミットを象徴として、前世紀末以来文明視野の課題として明確に登場し
てきた、地球環境危機への文明的な配慮が、遠景にくっきり広がっているのも
また言うまでもないことであるように思われる。その遠景への連動を軸にして
再考するのであれば、都市再生の焦点について、都市の果たすべき新しい機能
について、私たちはさらに根本的、原理的なテーマを取り上げることもできる
のである。
地球環境危機と都市の機能
　人類は、直立二足歩行の 400万年の歴史の末に、正真正銘の地球環境危機
の時代を生きはじめている。数百万年の歴史のほとんどを覆う採集狩猟の文
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明、それに続く森と農業の暮らしをへて、人類はいま、科学技術を基盤として
巨大な商品生産を軸とする産業文明を生きる。この文明は、ヨーロッパにおけ
る産業革命からかぞえてまだ 300年にも満たない幼児期にあるにもかかわら
ず、人口、資源消費、廃棄、自然環境破壊の諸領域において倍々ゲームの拡大
を続け、その活動規模は、20世紀末にいたって早くも地球という惑星の資源・
環境・自然の諸制約そのものと大きな摩擦を生じつつある。危機の緊急性、切
迫性に関する詳細論議はおいて、その摩擦の解消が 21世紀文明の最大課題の
一つとなるであろうことに、強い異論はないだろう。
　1992年ブラジルのリオで開催された地球サミットは、そんな巨視的な認識
に、世界の政治指導者たちが共通の配慮を始める儀式でもあった。制約ある地
球の枠組みの中で、産業文明をいかに方向転換し、〈自然と共存する持続可能
な文明〉を開いてゆけるか。地球環境危機の時代の、文明的な課題、と言うべ
きである。
　その転換の焦点は、熱帯雨林や、巨大農耕地にあらず、先進国の都市であると、
私は考える。企画・計画し、調整し、暮らしのモデルを発信する都市は、産業
文明のエンジンである。であればこそ、都市化の進行は、自然と共存する持続
可能な未来への道のりにおいて否定されるべしとする暴論もある。しかし地球
人口の過半はすでに都市市民となり、なお都市は拡大中だ。Homo sapiensは、
安全、仕事、衛生の確保される都市が大好きである。その基本性格を否定せず、
発信されるべき暮らしのモデルに文明的な転換を加えてゆくことこそ、都市の
新しい文明的な機能となるべきであると、私は考える。都市は、その日常的な
活動の基本において、文化や暮らしの深部において、自然と共存する持続可能
な産業文明のモデルを工夫し、発信する新たな機能を果たしてゆけるよう、再
生されてゆかなければならないだろう。思想、企画、調整機能、暮らしのスタ
イル等々の全領域にわたるであろうその転換を、私は〈都市の地球化〉、ある
いは、〈都市の暮らしの地球人化〉などという表現で象徴しておくのが良いと、
考える。
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〈都市の地球化〉あるいは〈都市の暮らしの地球人化〉
⑴　空間の地球化
　私見によれば、都市の地球化は、都市の構造・活動を規定する基本的な枠組
となるであろう、空間、共存者、そして時間の 3つの領域における地球化を伴い、
また、それらの地球化によって支えられ、促されるものである。
　空間の地球化は、なによりもまず都市にかかわる様々な計画における空間枠
組みの地球化という志向性として現れるだろう。産業文明の準拠枠となる空間
は、大地の模様を捨象したデカルト空間、人工的な行政空間を優先させる。そ
れは、地球制約を本質的に内在させることのない均質無個性の枠組みである。
その枠組みを、地球制約の観点から、あらゆる可能な場面において相対化する
必要がある。手がかりは、河川、丘陵、流域、海岸などといったリアルな自然
ランドスケープの枠組みであろう。都市におけるあらゆる空間的な計画におい
て、可能な限り、自然ランドスケープ、あるいはその階層的な構造を参照枠組
みとしてゆくこと。これを、都市の地球化の第一の指針としたい。
　現行の都市の諸計画は、大地の模様の鮮明でない行政区画や、中心市街地に
発する同心円配置、あるいは既存の土地利用や基本交通網の配置を枠組みとし
て推進されるのが普通である。基礎自治体の都市計画図が、広域に広がる丘陵
や流域の配置をものの見事に分断している事例を枚挙するのは、いとも簡単な
ことである。そのような現状に、行政区画とは別の自然ランドスケープ（流域、
丘陵、台地等々）の配置を枠組みとする諸計画を対置し、浸透させ、広げてゆ
くこと。農村であれ、都市であれ、地球制約は何よりもまず足元の大地あるい
は生態系の個性ある都合、必然、可能性として現れるのである以上、それは都
市の地球化における必然の方向と言うべきなのである。
　日本の都市の諸計画の一部には、幸いなことにランドスケープを参照する普
遍性を備えたモデルも存在し、また先進的な試行も積まれている。普遍的なモ
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デルのひとつは、治水管理を軸とする河川管理・河川計画の分野における、流
域思考である。流域は、雨水のあつまる範囲と定義される大地の領域であり、
自然ランドスケープのモデルともいえる空間である。
　浸水被害から都市をまもる計画、水質悪化から都市を回復させる計画等々は、
課題の定義そのものからいって行政区画を計画枠組みとして合理的に推進でき
るものではなく、水循環の大地における基本枠組みである〈流域〉という自然
ランドスケープを選択肢とするほかないのである。この認識を基礎に、一部の
都市河川流域で実施されてきた、いわゆる総合治水対策は、ランドスケープを
枠組みとする都市の計画のモデルと言ってもよい性格をそなえている。治水を
基本とする流域計画をベースとして、さらに自然の保護、防災、地域再生など
の諸課題を総合する先進的な流域計画も各地で試行されはじめている（たとえ
ば「鶴見川流域水マスタープラン」を参照してほしい）。また、現状ではなお
研究領域限定ではあるが、内閣府主導による重点分野として、「自然共生型流
域圏・都市再生」などという試みも勢いをえつつある。2004年、都市再生プ
ロジェクトの一環として策定された「首都圏の都市環境インフラのグランドデ
ザイン」は、首都圏領域を対象地域として、自然の重点地域の抽出を進めたも
のだが、その成果を受けた地域計画のひとつとして神奈川県がとりまとめた「三
浦半島公園圏構想」は、流域ランドスケープの複合された丘陵・半島の枠組み
において総合的な自然の保全・活用を目指した枠組み計画として注目されてよ
いものである。
⑵　共存者の地球化
　都市の地球化を推進する第二の原理的な軸は、都市の暮らしにおける共存
者の地球化とでも言うべき次元であろう。都市における暮らしの共存者感覚は、
経済的な主体として競合･連携する機能的・等質的な同時代人への収斂を基本
として、すでに地縁・血縁的な共存感覚をとおく離れはじめ、他者との共存の
手触りある具体的な感覚そのものの喪失を招来しつつあるようにも感じられる。
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ここ 10年来、筆者は、授業の機会を利用して、学生たちに向かって、おりお
り、「だれと暮らしていると感じるか」という問いかけをする。回答は様々だ
が、最近、「家族と自宅に」、「マンションでペットと」、「一人で下宿に」といっ
た答えが急増している情況を、私は深い危機感をもって凝視している。
　共存者の地球化は、このような傾向を相対化し、足元に開かれる地球・地域
を基盤として、新しい地域コミュニティーの感覚、同じ地域を暮らす過去、現
在、未来の市民を都市の共存のコミュニティーに回復する努力、さらにはペッ
トばかりでなく、都市を住処とするあらゆる生きものたちの賑わいや自然の拠
点まで、共存すべき親しい存在としてゆく新しい方向を探って行くのでなけれ
ばならないだろう。都市における地域コミュニティー再生の様々な努力、地域
の自然を守り回復する多彩なこころみは、共存者の地球化をすすめるという原
理的な視点から、21世紀の都市再生の基本課題、都市における諸計画の本質
的な要素として評価されてゆく必要があると考える。
⑶　都市の時間の地球化
　第三の領域は都市の時間の地球化である。都市の時間は、時計の時間として
ますます等質化され、人為的に単位化され、地球や生命や生活史のリズムと引
き離されつつある。都市を再生する先端的な諸計画の現場には、しばしば、人
生も、季節も、地史も存在せず、ひたすらに等質で予測・計測可能なものとし
ての時間が支配している。そのような時間を、生命や、季節や、地史等の個性
ある時間によって相対化し、都市におけるあらゆる計画のもうひとつの時間と
して工夫し、発信してゆかなければならないと考える。
　災害をもたらす天変地異のリズム、温暖化の時間は、数十年、数百年のスパ
ンにおいて、忘却されることなく、都市の諸計画に組み込まれてゆかなければ
ならないだろう。極端を言うなら、完新世を生きる日本国の沖積平野の諸都市
は、数千～ 1万年の氷河期のリズムを意識した都市の計画を共通のテーマと
しても、決して悪くはないのである。
千葉大学　公共研究　第３巻第４号（2007 年３月）
93
　時間の地球化においてさらに緊急かつ深遠な課題は、継起する人の生涯の時
間を、都市の計画のなかに内部化してゆくことであろう。人は都市の人工的な
空間と時間の中に生まれると同時に、大地の上、季節の中に生まれ、育ち、次
世代を育て、未来を支える方式で老い、埋葬されてゆくべき動物であると、私
は考える。自然と共存する持続的な文明を発信する都市は、そのような時間の
流れと香りを、総体として引き受ける構造、土地利用、都市機能を備えるホモ
サピエンスの棲家（ハビタット）として、再計画されてゆくのでなければなら
ない。
　子どもたちには足元の地球を自由に遊び味わう空間があり、青年や大人たち
には大地の時間と交流しながら持続可能な未来を目指して生き生きと学び働く
新たな場所が開かれてゆき、老いてゆくものたちには、次世代や未来の大地を
思いつつ過ごす安らかな場所があることを当然とする都市。たとえば、近未来
の日本列島における地球人の都市は、埋葬への文化固有の配慮やエトスや出費
をもって、都市に残された緑や農地を大規模に守り、大地に学ぶ次世代を地球
の子どもとして育てる遊びや探検を支えるようなメカニズム（そのようなメカ
ニズムを私は、〈世代の緑地〉と呼ぶことにしたい）の設定を、都市の基本機
能とみなすような場に転じてゆくこともできるのではないか。以下、この論点
に限定して、統合的な論議を試みておくことにしたい。
世代の緑地―地球都市の未来への埋葬というビジョン
　都市の計画における、ランドスケープの重視、まとまった自然の保全・活用、
誕生・成長・老いそして死にいたる人の生活史の回復といった課題は、統合
の可能性を秘めながらも、現実の都市においては個別の課題として取り扱われ、
それゆえに頓挫してゆく場合も多い。これらを統合する具体的な工夫のひとつ
として、以下、都市における埋葬にかかわる文化の変換を軸とした、〈世代の
緑地〉ビジョンにかかわる試論を、提示しておきたい。
　人口減少を展望した都市機能の中心地域への集中（コンパクトシティー化）
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は、その相補的な現実として郊外地域における都市機能あるいは開発動向の縮
退という動向を引き起こしている。この動向の中で、これまで大開発の予定地
とされてきた市街化調整区域等の大規模な農地や緑地の扱いが、各地で宙に浮
きはじめている情況がある。大開発を期待したゆえに農業活動は衰退に向かい、
緑地の管理･活用は先送りが続き、にもかかわらず待望の大規模開発が中止さ
れ、コンパクト化する都市に取り残されてゆく緑の領域は、単純素朴な都市市
民たちから自然との共存への夢をなおロマンチックに期待されつつ、管理･活
用にかかわる資金・人材を確保することもできないまま、荒廃に瀕するといっ
た現実が広がっているのである。〈世代の緑地〉は、縮退する都市によって取
り残されてゆく〈懸案の緑地域〉を自然との共存をめざす都市再生の、起死回
生の場ならびに機会とするビジョン、埋葬にかかわる工夫をもって都市の自然
を保全・管理・活用する基本資金の調達を工夫し、これを力として保全・管理・
活用のための組織、人員、施設、制度などを工夫してゆこうというビジョンで
ある。
　このビジョンは、自らの埋葬にかかわる相当額の資金支出をもって、都市に
おける大規模な緑地の保全・管理ならびに次世代育成のための空間・施設・機
会を支える力とすることに同意する多数の都市市民の未来志向によって牽引さ
れる。墓地をともなう埋葬は人口集中を基本とする都市にとっては難題中の難
題である。都市市民が、都市内への埋葬を個人的な空間の永続的な独占の形式
において希望しつづけることは、都市的な土地利用の自己否定となり、空間占
有の原理からいって不可能というしかない。しかし、埋葬の形式を、期間限定
的かつ小規模な墓地形式の個人的埋葬とその後の共同埋葬方式とすることがで
きるなら、難題の基本は解消される可能性が高い。私たちは、都市の領域に一
定の期間にわたって個人的な墓地の形式をもって埋葬されつつ、その後の共同
埋葬への移行（ならびにそれに伴う共同墓碑への氏名・没年等の記銘）を了解
することで、有限な空間を後続の世代の埋葬に引き継ぐことが可能となる。こ
の形式が順調に継続するなら、都市の新たな埋葬地は、つねに一定期間の個人
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墓所の形式を確保しつつ、規模拡大を回避し、しかも基本年限ごとの埋葬管理
にかかわる新たな、可能性としてはかなりの規模の収入を、永続的に確保して
ゆくことができるであろう。
　そのような形式の埋葬を都市における〈懸案の緑地〉の拠点地域に設置する
ことができ、これを管理する長期経営資格をもつ主体が同時に周辺の緑地、施
設、農地等の広域的な管理・活用の主体をかねる制度（法制を工夫すれば私有
地をも広域に含む地域について地域計画に類する諸計画が可能なはずである）
を工夫することができれば、埋葬地に名を刻む人々は、四季折々に自然をもと
めて散策する市民や大地の緑のなかで遊び育つ子どもたちを緑の大地をもって
祝福し、また散策する市民や子どもたちの喜びによって追悼・感謝されること
になるだろう。さらに、追悼される人々に由来する資金を活用した様々な事業
は、緑・安全・教育・福祉等の分野を通して、志と技能をもって都市の地球化
をささえようとする若者たちの雇用を確保してゆくことだろう。都市市民の埋
葬は、そのような緑のメカニズムを通して、都市に生きつづける過去･現在・
未来の世代を繋ぎ、都市の地球化を促し支える資金、人材、文化の供給源となっ
てゆくことができるのではないか。
　森をめぐり小川をたどって終日を遊びに没頭する子どもたち（……都市の暮
らしの縁だけで結ばれた子どもたち……）に追悼され感謝されるであろうこと
を、未来への大きな希望として、世代の緑地への相当額の支払いのある埋葬を
希望する都市市民たちの文化。環境危機の時代の日本列島先進都市の市民たち
は、必ずや、そんな文化を支持する潜在的な力をもっているように、思われる
のである。
　もちろん大懸案はいくつもある。たとえば、世代の緑地システムの百年を単
位とするような長期合理的経営を担当する主体を、はたして私たちの社会は合
法的に設定することができるだろうか。はたして私たちの都市は、都市の中に
永続する大規模な共同埋葬地を公共的領域として設定することを忌避せず、肯
定する新しい文化を速やかに生み出してゆくことができるだろうか。前者は永
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続型の公共の経済にかかわる根本的な課題を提起し、後者は、埋葬を穢れとし
て忌避する日本国都市市民の日常に、あらためて根本的な文化的課題を提起し
てゆくことだろう。自然と共存する持続可能な未来を牽引する都市を、この列
島に開いてゆくためにまず必要なことは、環境危機にかかわるあれこれの表層
的・定量的な論議なのではなく、実は経済や生死の公共性にかかわるさらに根
本的な文化的省察なのではないか。その隘路を突破すれば、未来の地球の都市
に遊び育つ（血縁の有無にかかわらない）子どもたちによる追悼と感謝を大き
な希望として、未来のための埋葬への特別の出費を選択する市民は、私たちの
隣人の中に、すでに十分な数待機しているようにも思うのである。
ひとつの統合モデル
　しめくくりとして、日本国における都市再生論の現状を踏まえ、世代の緑地
のメカニズムを一つの推進力として、都市の地球化にかかわる以下のような地
域的ビジョンを描くことが可能である。
　計画の枠組みは市街化厳しい都市河川の流域。流域視野の治水・防災計画、
自然環境の保全・活用計画の中に、源流の保水地域に広がる農地･緑地を枠組
みとする源流自然公園の構想が組み込まれ、その推進のための基本メカニズム
として、〈源流・世代の緑地〉が設定される。保水の森の丘には、期間限定型
個人墓地・共同埋葬方式のメモリアルパークが設置され、緑濃い谷間の一角の
ビジター施設は、法事・慶事の場所となり、流域ツーリズムの拠点となり、子
どもたちの季節の学習と散策と、都市に賑わう生きものたちとの喜び深い交流
の拠点となり、また源流に広がる緑農地帯の保全管理や、水系全域に広がる防
災、自然学習活動のお世話をするインストラクターや学生ボランティアたちの
仕事の基地ともなるだろう。四季折々の源流の賑やかな祭りには、源流の緑を
支え、都市の地球化を支える未来への埋葬を選択した流域の先人たちへのやさ
しい感謝の祈りがある。〈利の追求あれど、人は詩的に、地球を生きる〉（ヘル
ダーリンの語句、Foltzをみよ）。都市市民の新しい埋葬が、日本列島の流域
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都市群に、そんな詩を開く時代が到来しても、良いのではないか。
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